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endeavoured to serve science with imp 名 tiality. 

これと同樣なととが他の地域で他の科學者によつて行,はれたことも段々世界に明かに 
なつて來ることであらう。 （Nature の記事は濱田稔博士の御好意により f 竇む.ことを得 
た〕。 

〇ヤ7アヂサキの一品（津山尙 ：） ,, 

牧野先生0日本植物圖鑑のャアアヂサ牛の項目中に「又稀に重瓣 （forma plena Ma- 
kino〕 の者あり」とある 0 小生はこの傾向のものを1935年富士山麓西湖の北なる十二 
ヶ岳の中腹で採集した。とのも Q 、裝飾花の花瓣狀の暮片は正常である;^，その上に密 
着し'て，長さがその半以 T 2〜 4 mm 位の暮片が 5 〜7枚互に多少重なり合ひながら集 
つて ゐるものであつた。 

〇ヤマノイモを掘る方法(:津山尙） 

福島縣二本松及小野新町方面の話。秋から冬にかけて附近に多いャマノイモ（自然生〕 
を掘つて生業としてゐる人が多いが，何しろ廣い山の中に散らばつてあるので落葉後は 
探し出す迄に苦心が多い〇そこで誰が初めたともなく夏の中に生えてゐる所を見つけて 
置いてその根元に大麥 Q 種を播いて置く方法；^案出された。後になつて出揃つた麥の芽 
•を目當に成熟した芋を堀るためで、ある。同地では何故か5月の節句にはこれを食べる.と 
長虫（蛔虫？〕になると言つて避ける由である。尙トコロの鬚拫の多い根莖を佛樣の草 
鞋に見立て乂お盆の供へものとする風習もあると言ふ。 

〇ゴヨウアケビ の一新變種（木村陽二郞） ' 

牧野博士が:ゴョウアビ 'Akebia pentaphylla を 1902年に始めて記載されたとき旣 
に本種がアヶビとミツ バア ヶビとの雜種であろうと述べておられるようにゴョウアヶビ . 
の形態はいかにも兩種の組合せを思わすものがある0 , 

. アヶビの葉が一般に小さく，小葉は五つで全緣なのに釾しミツバアヶビの葉は一般に 
大きく小葉は三；(固よりなり葉緣は波狀になつているがゴョウアヶビの葉は一般に大きく 
小葉は五個よりなり葉緣は波狀になつている。花をみてもアヶビは花が大きく特に雌花 
は非常に大きくて雄花の總は短かく花の色は淡い 〇 ミツバアヶビは花が小さく雄花の總 
は長く花の色は濃いが，ゴョウアヶビは雄花はミツバアヶ.ビよ b 大きいがアヶビよりは 
ずつと小さく，雄花の穂は長く花の色は濃い0 / 

ゴョウアヶビ はめずらしいものではなく處 々に 見出されるが私の知つているところで 
は大體の形質は殆ど一定している。アヶピでも花の色に變化はあるがそう變つたものは 
ない。ところが信州輕井澤千ヶ瀧で觀察した アヶ ビの一種類は葉は殆ど アヶ ビに變りが 
' ないが花は ミツ バアヶビに甚だ似ている。そして雌花の梗は短くて軸から殆ど直角に出 
ている。この春の私の觀察によれば雌花は アヶビ では垂れるのに ミツバアヶビ では花梗. 
が太く短ぐ花軸から殆ど垂直にでンいる。いろいろな書物の圖でゆこれがはつきりかい 
てないし乾燥標本では判然としない。ととろによつてとの關係が違うものがあつたとき 
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ァ ケビ屬 の花序のスケッチ . 

a アケビ A. quinata ■ b. ミツ バアケビ 4. trifoliata 

c ■ゴ ヨウ アケビ . A., pettfiaphylla d. クワゾ メア ケビ d .久 var. integrifolia 


p は讀者の御知らせを御願いする。コ、、ヨウアヶビはむしろ花梗は長くて垂れる。ところ 
が千ヶ瀧でとつたアヶビし種類はミツバアヶビのように垂直にでてぃるのである。 

'これはやはりアヶビと’ミツバアヶビの形質の中間にあ夸が普通のゴヨクアヶビ'とは違' 
う。それでやはり兩者の雜種であつてそれとは形質のあらわれを異にするものとみられ 
た。それでゴヨウアヶビと種を同じくし變種として區別する0更に雜種性のゴヨウアヶ 
ビの中に入るものでも•ぃろぃろ注意すれは雙化性はあろうがこ©變種はうつかりすると 
アヶビに入れられてしまう.かもしれなぃのでこ i に注意を促じ讀者と共に更に觀察して 
おきたぃ。なほ更に花の色を記すと，〔色名は和田三造氏色名總鑑による）アヶビはハシ 
..タイロ C 半色），ハトバムラサキ C 鳩羽紫)，フジナント* (藤納戸）など部分的に變つた 
色をしてぃる。雌花の方はや、こぃ，ミツバアヶビは'雄花はタワゾメイロ（桑染色）,雌 
花はアヤメイロ（菖蒲色〕，ヵキツバタイロ C 杜茗色〕.或はむしろコクシ（黑紫〕，ゴヨ 
ウアケビはミツバアヶビに似て雌花はむしろキヨウムラサキ（:京紫〕である。 

このたびの新變種は花の色が雌雄共にクワゾメイロ（桑染色）で雌花の方はやはりや 
v 色がこぃ，しかしミツバアヶビより少しう十ぃ，花の色をとつて和名をクワゾメアヶ 
ビと名付け, I 學名を葉(■もちろん幼條の葉でな,く成育した部分の葉〕が全緣であるから 
integrifolia とする 0 

同じ種の變湩ホナガアケビ〔乂. Pentaphylla var . diplochlamys Nakai ) は花被片 6 
個で本變種とは異る〇 

' .... ' - 
. - . • • 

• 1 • 



September 1948 Joutn. Jap.Bot.Vol.XXII,Nos.7^-9 143 


A.kebia pentapliylla Maiuno var. atttegrilolia Y. Kimura, var. nov. - - 

Probabiliter hybrida inter AkMa quinata et A . trifoliata ; foliis A，quinatam aff- 
imbus, 5-lobatis, margine integribus, non crenatis ; floribus potius A , trifoliatam 
affinis, dilutius coloratis et leviter majoribus. Flos femineus 3-perianthianus, A . 
pentaphyllae Qypicae ) similans, sed rubescentior coloratus, pediceilo breviore et ab 

axe inflorescentiae rectangulariter emiriente. - Nom. Jap. Kuwazome-Akebi (nov.) 

—Hab. Hondo ， Pref. Nagano, EaruizaWa, Sengataki (Y. Kimura, 30. Maio 1948 
-- in Herb. Univ. Tokyo.) 

〇靜岡縣羊齒フ a ーラに加ふ（原田利一） ず • 

Mecodium flexile Copeland オホコケシノブ 

伊豆淨蓮瀧下流に點在〇紀伊半島，四國，九州，__島に產するコヶシノブ科の暖地 
性小羊齒。 

Aamntum capulus-venens Linnaeus ホウライシダ、 

暖地から熱帶に互つて廣く分布し,我が國では神奈; n 縣の海岸，.伊豆諸島，四國，九 
卿こ產するが,韮山中學锌生徒平野日中雄君は熱德市伊豆山で之を採集した。 

Athyrlum Sheareri Ching ウ.ラボシノコギリシダ 

近畿以西，四國及九州の諸地。千襄縣清澄山，中支那等では以前から知られてゐたが， 
筆者及大仁町©鈴木柳氏等は田方郡大仁町鈴尾神社境內及庵原郡梅ヶ谷で之を採集し 
た。短い鈎狀の包膜は一鸟か夕〇が奶屬の圓腎形包膜に似てゐるので，元は Dryopt - 
eris polypodiformis C. Christensen の學名が與へられてゐた 〇 ’、 

Diplazium Mettenianum C . Christensen var. typicum Tagawa ミ ヤマノ コギ j ； シダ 
四國，九池琉球，臺灣島，南支那，比島等に分布する暖地性羊齒。韮山中學校小早 
川喜代作教官は伊豆淨蓮瀧附近で探集した。 © 
Diplaziuvn nipponicum オニ カゲワラビ 

九州，四國及耙伊半島の比較的寒冷な山地，山陰，北陸の山地で知られでゐるゃ入大 
形の羊齒 3 筆者は天城山彙桐山山中で探集した。シロャマシダ Diplazium , hachijoense 
Nakai によく似てゐるが，子囊群が中軸に»して並ぷので區別される。 

Diplazium 0 々 MC?<n>arMakino イョクジヤク 

愛媛縣岩屋山，山口縣狗留孫山，奈良縣室生山の三山がその產地とし T 知られてゐた 
のみだが，伊豆天域山®桐山山中にも探集された。前記ミ ♦ マ / コギリシ ダに 似てゐる 
が，葉質は菲薄で，:.子囊群はミ f マノュギリシタ程羽軸に接近してゐなぃ。採_者は韮 
山_中學校生物班一行 0 . 

Dryopteris Sieboldii O . Kuntze ォホ _ ミ ■ ッデ.，ナガサキシダ ' > 

耙伊半島，四國，九州地方及千葉縣淸澄山では以前から知られてゐたが，筆者及同行 

の韮山中學校生徒櫻井正樹君は庵原郡梅ヶ谷でも採集した。海外では臺灣島にも產する。 
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